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乳幼児が集団で過ごすためには，安全で衛生的な環
境が必要であるが，抵抗力が未熟な子どもたちは感染
症にかかりやすく，このような子どもたちが長時間生
活する保育園では，どうしても感染が広まりやすくな
る。そのため，子どもの健康を守り重症化を防ぐうえ
で，予防接種は重要になる。

保育園では，厚生労働省が作成した「保育所におけ
る感染症対策ガイドライン」を参考に感染症対策が行
われている。感染症の予防には，感染源対策，感染経
路別対策，感受性対策（予防接種等），健康教育があり，
予防接種は重要な対策の一つとなる。職員はもちろん
のこと，保育園で実習する学生も予防接種で子どもた
ちと自分自身の健康を守る必要がある。保護者の中に
は，予防接種後の副反応を心配したり，予防接種に対
してさまざまな考えをもっている方がいる。保育園の
看護職は，健康管理としてなぜ予防接種が大切なのか，
入園説明会や，保護者会などで説明する機会を設ける
ことにより啓発に努めることが大切である。

Ⅰ．新入園時が啓発の１回目のチャンス！

産休明けすぐから入園してくる子どもたちは，まだ
予防接種を受けていないことも多く，新入園のお子さ
んの入園面接がまず第１回目の啓発チャンスとなる。
健康面の面接を行うときに，母子健康手帳を確認し，
予防接種が順調に進められているかを確認する。入園
前健康診断の際に，主治医や嘱託医に予防接種が順調
に進んでいるかを確認してもらい，保育園内で情報共
有しておく。順調に進んでいない場合は主治医や嘱託
医と相談して予防接種を推奨する。１歳未満のお子さ
んは麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンや水痘ワクチ
ンの定期接種時期に達していないため，接種について，
入園後，主治医や嘱託医と相談して，計画的に接種す
ることを勧める。また，保育園の入園面接では，「な
ぜ予防接種をすることが大切か？」を保護者に伝える。

しかし，子どもはワクチン接種日に体調を崩したり，
保護者の就労状況によっては，予定通りに予防接種を
受けることが難しくなる場合もあるので，受けられな
かった日に次の接種スケジュールを組んでもらうこと
も大切である。

Ⅱ．保護者に予防接種のアプローチを！

入園前面接や入園説明会のときに，保護者の感染症
罹患状況や予防接種状況についても，プライバシーに
配慮しながら確認する。保護者の中には，自分の予防
接種歴を覚えていない人が多いので，認識してもらう
良い機会となる。

特に風疹については，現在，首都圏を中心に，全国
的に患者数が増加している。昭和37年４月２日から昭
和54年４月１日生まれの男性と，昭和54年４月２日か
ら昭和62年10月１日生まれの男女は「要注意」と言わ

保育園で行える予防接種の推奨

○感染症の予防にはワクチンの接種が効果的であ
る。感受性がある者に対して，あらかじめ予防
接種によって免疫を与え，未然に感染症を防ぐ
ことが重要である。
○入所前に受けられる予防接種はできるだけ済ま

せておくことが重要である。
○子どもの予防接種の状況を把握し，定期の予防

接種として接種可能なワクチンを保護者に周知
することが重要である。
○職員のこれまでの予防接種の状況を把握し，予

防接種歴及び罹患歴がともにない又は不明な場
合には，嘱託医等に相談した上で，当該職員に
対し，予防接種を受けることが感染症対策に資
することを説明することが重要である。

「保育所における感染症対策ガイドライン」より
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れており，保護者の中には，これらの生年月日の人が
多いと思う。

厚生労働省は，「風しんに関する特定感染症予防指
針」を改正（平成29年12月21日一部改正，平成30年
１月１日適用）し，風疹の予防対策を強化している
ので，保護者に情報提供し，抗体検査と予防接種を
勧める良い機会となる（https：//www.mhlw.go.jp/
stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/
kekkaku-kansenshou/rubella/index_00001.html）。

保育園は子どもたちだけではなく，保護者の中に妊
娠中の方も多くいるので，感受性のある状態をできる
限り早く解消してもらえるように努める。

Ⅲ．外国籍の子どもへの対応

法務省の在留外国人統計によると，2016年現在の在
留外国人数は約238万人となり，このうち，０～５歳の
子どもは約13万人と報告されており，外国人の子ども
の保育園への入所も増加傾向にあることが予想される。

予防接種は国によって受けるワクチンの種類が違
い，五種混合や六種混合ワクチンを使用している国も
ありスケジュールそのものが違っている。入園後は子
どもたちの接種状況の把握をするために日本のワクチ
ンとの整合性を確認しておく必要がある。

保護者に子どもの健康状態や感染症罹患歴，予防接
種歴等を確認する際に，保護者に協力を依頼して，通
訳の人を紹介して頂くこともある。保育園で生活する
うえでの予防接種の大切さ，健康管理，感染症にかかっ
た際の登園基準についても説明しておく。必要に応じ
て，外国語のパンフレットを用意している保育園もあ

るようである。また，宗教上の理由で予防接種を受け
ていないことがある。円滑に予防接種が受けられるよ
うに，主治医や嘱託医と連携して対応する。

日本の母子健康手帳を持っていない保護者には，役
所や保健所等に相談するように情報提供しておくこと
も大切である。予防接種についての情報を外国語で提
供している自治体もあるので参考になる。また，公益
財団法人予防接種リサーチセンターから，英語，中国
語，韓国語等16 ヶ国語に翻訳した外国語版「予防接
種と子どもの健康2019年度版」が発行されているので
参考になる（http：//www.yoboseshu-rc.com/）。

Ⅳ．予防接種状況の管理

健康管理の一環として，入園時に母子健康手帳等の
記録を確認して予防接種歴および罹患歴を記録し，ク
ラスごとに一覧表を作ったり，ワクチンごとに一覧表
にしておくと全体を把握しやすく感染症対策に役立
つ。入園後に新たに予防接種を受けた場合は，すぐに
保育園に報告をしてもらうことが子どもの健康観察を
するうえで大切である。記録を更新する仕組みを作っ
ておくことで，感染症発生時に迅速な対応を行うこと
が可能となる。

また，四種混合（DPT-IPV）ワクチン等の追加接
種を忘れていることがよくみられる。一覧表を用いて
園児の健康診断の前などに定期的に確認を行うこと
で，接種もれを防ぐ機会となる。順調に予防接種を受
けることで，子どもたちの健康が守られることを期待
する。

（渡邉　久美）
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